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i.はじめに

最近の物理探査の進歩と活動とは胃さ讃しいものがあ

る.今日物理探査は石油や鉱山などの地下資源部門

をはじめとして土木1建築地盤1地下水1温泉など地

面と関係あるほとんどすべての産業と何らかのつなかり

をもつほどになっ淀.襲危地すべりその他の防災関

係諸分野ぽおいても物理探査技術の積極板蝿の機運

にありその一方地球科学の基礎分野に対しても物

理探査の分野で開発された諾技術や知識が貢献するよう

になった.

物理探査は一つの体系化された技術ではあるが他の

工学的講技術に比べて特長的な点はたとえば電気工

学1資源工学1土木工学等がそれぞれ電気産業1資源産

業1土木事業等の技術的なバック1ボｰンを形成してい

るのぽ対して物理探査技術はそれぞれの工学の一部門

として亀含されている反面基礎的紀は地球物理学と密

接な関係がありその庭用分野であるとみなされ得ると

いうような多面性あるいは多重性をもつ技術であるこ

とであろう.近年わが国では数多くの物深会社(あ

るいは定款に物搾を事業として実施する会社)が設立さ

れ企業活動秘清鶏ぽ行なわれるようになったが一般

に経営規模･売上高1技術水準ともいま彪しの感がめる.

そのため物理探査事業は一種の情報産業を形成する

とはいうものの行政面からは盲点となり指導･育成

などの点で放置されているきらいはある.

さて物理探査は原理面における共通性にもかかわら

ず利用面での多面性によって同じ手法同じ装置を

用いてざ党もある場合には有効な手段となり得るが

ある場合には全然役に立たないということが有り得る.

そこでこのシリｰズでは物理探査とく紀電気探査

の活用のためにどんな点に留意するの淡よいかといっ

た問題に焦点をしぼって解説してみたい,そのために

間口の広い電気探査全体を概説するいき方を止めて主

として比抵抗法1王R法に例をとりその他の電気探

査技術については軽く触れる程度にしておき淀い.ま

た種々の調査例を羅列的に並べるよりは多種多様の

目的に対処しうるよう基礎薗での記述に重点をおきた

い.

小野吉彦

望.竃気探査の利用に関して

筆者の接触した範囲では電気探査装置あるいは電気

探鉱籍が電気探査のすぺてであるよう1こ思いこんでいる

人海は少なくない.その反面探鉱器の性能には無頓

着で何かうまい解析法が問題のすべてを解決するかの

ように期待している人々も多い,測定法と解析法とは

章の両輪のようなもので電気探査にとっては何れカミ重

要で勅抄何れか不要であるとほいえない.たとえて

いうならば電子言十算機のノ･一ドウェァｰとソフトウェ

アｰとの関係に似ている.

探鉱器は測定法の中で主要な位置を占めるのは当然で

あるか良好な測定デｰタを得るにはただ探鉱器の

性能か良ければそれで十分であるというわけにはゆかず

探鉱籍を含めた測定システム全体力澗題となりその上

調査員の質(能力および経験)が常に重要となる.

戦後電気探鉱器が国内に相当数出廻った.これら

は操作が簡便なように設計されていて使用者に電気探

査に対する親近感を与えるのに役立ちその結果電気

探査の普及に貢献したことは事実であろう.しかし

ややもすると探鉱器の型録性能は多種多様の現場条件で

発簿し得ないことが多く測定システム全体の総合性能

は型録性能に比べていちじるしく低いこともしぱしばあ

るので型録性能を信じて失敗された方々も少なくない

のではなかろうか.

このことは電気探鉱器の測定システム内の相対的重要

性は他の物理探査の場合に比べて少ないことを意味する.

たとえば重力探査や磁気探査などと比較すれば容易に

理解されるであろう.しかし箪気探鉱器の性能を無

視し得るという意味ではない.測定精度を要求に応じ

て維持するためにはそれ以上の性能の探鉱諸か必要で

あり要求精度を保持するよ･うに測定システム全体を維

持しなければならない.したがってある探鉱器を前

にしてこの器械の探査深度はどれ位あるのかという質

問は最も曹季であるはずである.

一般に電気探鉱器は価格が低廉でありその設備投資

は容易であるためほとんどすべてのコンサルタント会

社1多くの調査機関でほ何かしら電気探鉱器と名の付く

ものを互乃釜数台保有しているのが普通である.この

ような器械関係の設備投資はコンサルタント会社でほ商�
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荒柄必要であるのでこぞって実施されるが調査技術に

関するノウ･ノ･ウとくに解析に関するチャｰト類の

整備については一向努力が払われていないのはどうい

うわけであろうか.この点についてはロンドラクタ

ｰのみならずユｰザｰにおいても重要性を認めていない

かのようでいってみれば有形の財産については大切

に扱ラが無形の財産に対してはたいした価値を認めな

い日奉式商習廣のためかもしれない｡したがって企

業側でも本来ρ意味でのコンサルタント活動紀カを注ぐ

よりもおしきせの調査で甘んじているのが現状である.

しかも現在わが国のコンサルタント会社は乱立気味で

社内の少数物探技術者はオｰノレ･ラウンド･プレｰヤｰ

であることを要求され電気探査は片手問に実施書れる

といったケｰスか多いことも上の事態に拍車をかけて

いる.そのためかよく調査終了後にデｰタを持参さ

れでどのように解析したらよいか教史て欲しいといっ

て来られる方カミ多い.この場合例外なくといってよ

い位デｰタは探鉱器の性能のたぬか調査員の経験不

足のためか測定精度の点できわめて不満足で解析に耐

えうるような代物でないことが多い.その上目的意

識が不明確であったり調査が目的と合致しないま裳実

施されているケｰスも多い｡

調査目的をしっかり把握し調査計繭をがっちり立て

ている場合には一般に成功率も高く不幸にして期待し

た結果が得られなくても次に打つ手淋考えられやすい｡

電気探査は前にも述べたように操作が簡単であるため

とっつきやすいがマスタｰするには意外にむずかしい

ように思われる,調査結果にっいてみるならぱ物理

探査の中で最も個人差の大きいものとなるであろう.

この点は電気探査の大きな弱点でもある赫用い方によ

っては非常な長所を発簿する.こうし液面白味は他の

探査法ではなかなかみられないのでばなかろうか｡

3.電気探査の拾いたち

電気探査法は形式的には地球電磁気学の床用分野であ

るとみなされ得るけれどもそのおいたちの考察はよれ

ば地球物理学の発展過程で誕生したものとは考克がた

い.そのためか電気探査法と地球電磁気学との関係

はたとえば地震探査法と地震学童カ探査法と璽力

学等の場合程には密接ではなく従来はむしろ疎遠でさ

えあった咀電気探査法や地球電磁気学の基礎となる電

磁気学の体系化が完成された時期が比較的新しく(亨ク

スウェノレの電磁界の基礎方程式の発表渕873年であるこ

とを思い起こそう)互にそれ程大きな影響を与先合う

こともないままそれぞれ独自の発展を遂げたものと解

釈される.岩石の導電性の担い手か水すなわち電解溶

液であってそのために電気探査法は電気化学と密接

な関係をもっていたことも上述の疎遠感の一つの理由

となっているであろう.

現在なおわが国における電気探査の教育や研究が主

として資源工学系などの工学部で実施され地球物理学

系など理学部門での関心をひくほどにはなっていない事

実が何よりも雄弁に物語っている,

電気探査の芽生え一也竃流と自然電位の発見･人工電流

利用の機運

18世紀の中葉英人のグレｰ(Gray)･ウィｰラｰ

(Wheeler)･ワトソン(W銚鵬)は岩石の電気的性質

に関心をもち導電性ぽっいて調べたといわれる｡

18世紀末から19世紀前半にかけて電磁気学の重要な

諸法則が相い次いで発見された｡著名な物理学者達秘

自分の発見しあるいは研究し花法則を大地紀適用して

みようと考免たとしても不思議ではあるまい｡た1とえ

ばアンペｰル(A狐p細)は地磁気の起源を電流と磁気

との相互作用の法具1｣を用いて説明しようとして地球内

部の電流淋存在すると仮定した佃電磁誘導の法則を発

見したファラデｰ(F胴d即)は地球磁界の変動によっ

て地電流が誘起されるであろうと考克たようであるカミ

この実験物理学の大家をもってしても当時の幼稚な検

流計では地電流の存在を実証する斌器とはなり得なかっ

六=(1831).�
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を利用して硫化鉱床探知の可能性を指摘している｡そ

んなわけで彼は自然電位法の始祖むしろ電気探査

の二元祖として扱われるぽ至った串

測定技術上注員すべき点はこの種の観測に特殊の検

流計を用いて成功し花ことである｡検流計が世に現わ

れたのは工820年であるので当跨としては最新の武器を

用いて観測を行なったわけである｡また工833年にはブ

リッジの原理を用いてはじめて電位差計を作った刊漢

だ無成極電極のような化学電極に関する知識は皆無であ

ったので銅板添電極として使用慈れ液､したカ婁って

測定結果には自然電位成分以外の成分も混入していたこ

とになる添この程度の茅フな測定でもよほど自然電

位異常の大書かった地域だったためか成功を収めた,

地電流の存在を最初に実証したのは同じ英国の技術一

考バｰ浜一(W乱Barlow)であるとされている｡

電信ケｰブルの片線アｰスカ裏地電流をケｰブル内に呼

びこむ原因となって逆紀地電流発見の動機となった.

1847年u月夏禍籔一浜ツバでオｰ漬ラが見られまた地

電流のはなはだしい異常は通信を混乱におとし入れた

程であった.そこで彼は同年から翌年にかけて地電流

を系統的に研究した吉またクレメント(K･Tαe一

狐e皿t)の報告によれば1859年8月29目から9月3日に

かけてオｰロラがみられたり北米1司一属ヅパ間の通

信に混乱が生じたりした､フランスでは600㎞ユの距離

で800V紀相当する大きな効果か観測されたという､

しかし通信ケｰブルを用いて地電流の研究を実施す

るのでは何かと不便であり独立した観測線を設けて観

測しようとする機運が生まれてきた.1859年ぽラモン

ト(工La狐㎝t)はモナコで銅電極を使って200狐という

短かい距離で観測を行なっ花淋結果は不完全なもので

あった,彼の後継者であるマタチｰ(M凱吏蜘㏄豆)は電

極間隔を6〕㎜にひろげ電極も金属電極でなく無成極

を使用してラモントの技術を完成した.

エアリｰ(GB.Airy)はグリｰニッチに観測所を設け

(1862)13㎞と16㎞という長い側線を設けて地電流の

観測を実施し1865年以来連続的に観測が実施された.

これが地電流観測所のはじめである.しかし地電流

の起源についてほまだ謎につつまれたままであってそ

の系統的研究は20世紀ぽもちこされた｡

再び鉱床の自然電位の話にもどそう.米国ではフォ

ックスの自然電位現象の発覚におくれること約半世紀

にしてU･S･G･&を中心として金属鉱山の自然電位現

象の研究カミ違められた,

バｰラス(α臨｢蝸BamsあるいはBamesのように記さ

れている蕎もあ馬.5妓｡北yやsc蜘泄匝炭聰erの審ではE醐3と

して弓燗しているのでご枇紀し淀かう.ミス･フリントがそのまま継承

妻飢怒ものと思われる秘嚢熾簡蜜芥十紛のためB砥旭sとしておく.)

は隻880年に*国ネバダ州のコムストック･ロｰド

(C奪鰯t㏄kL拙嬢)で無成睡電極を用いた野外測定を実

施し花｡その電極は動物質の半透膜で包まれた硫酸亜

鉛溶液内に亜鉛板を浸したものであった.測定結果は

装置が葉だ完全なものでなかったために重要な結論が

ひき出される程のものではなかった.しかしこの頃

より自然電位が注員されはじめuS.GS.のブラウン

(趾岬鴬)ウ黒ルス(W琶豆1s)とひきつがれて金属鉱床探

査への自然電位の利用の研究がはじまったといってよい.

人エ的な電気現象の研究は上述のような自然電気箆象

に比べてややおくれてはじまった.大地が導体である

ことはかなり古くから知られておりこのことは有名な

フランクリンの雷の実験からもうかがえる.19世紀末

はなって人工電流を使って大地の導電率をしらべようと

する機運が生まれてきた.

ウィリアムとタフトの両人(A.Wi1uamandLD証t)

は1897年に交流を大地に流しピックアップ電極に受話

器を擦続して昔の強弱をしらべこのプロセスから大地

の導電率の程度を求めようとした.これより前1893

年にフイツシヤｰ(J.Fisher)はミシガン州のクインシ

ｰ(9u1㏄y)鉱山で銅鉱床探査のために導電率測定装

置を用いたと伝えられているがその内容は不明である.

20世紀初頭ブラウン(F.H,敗◎洲)は接地した2点

間での抵抗の測定方法を研究して数多くの特許を得た

カミその方法は婁電極方式であり擦地抵抗がきいて実

用にはならなかった.この種の方式については彼の

ほかマシククラッチｰ(A.F.Mcαatchey)も同様

1こ特許を得ている｡電波の利用にもはやくから興味か

もたれライムバッハ(G工eimb侵｡h)とレｰヴィｰ(H.

L6W)は電波法について研究しこれに関する特許を

得たカミ(1910)実用にはならなかった.

電気探査の基礎形成期

20世紀も10年代に入るとナなわち第一次世界大戦前

後になると電気探査の歴史年とって記憶されるべき人

膚が幾人となく出現する.

その中で最も重要な人物はシュランベルジャｰ(C.

S捌u㎜be夏騨)である.後年の研究成果は弟(M.

Sch1u狐beエ弾)および協力者のレオナルドン(E.α

L健｡naヱあ孤)ボノレデイニｰ(E.M.Po1dini)ドノレ(H.α

Dol工)との連名で発表されることが多く彼の着手した

電気探査ぽ関する研究は自然電位法･誘導分極法･等�
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電位線法･比抵抗法･地電流法等の地表の電気探査はい

うにおよばず坑井内への応用である電気検層は凄で及

ぶ広い範囲のものでこれらの申で彼等の率で実用化

されなかったものは誘導分極法ぐらいのものである宕

彼の初期の研究は1銚簑～工蹄に実施された､錦一次

大戦のあおりを食ってその研究成果が発表されたのは

,1920年になってからである一波の論文には自然電位法

･響電位線法その他の人工電位法および誘導分極法は関

する研究成果ポ収録されている.

現代的意義からすれば電気探査の研究はこの時期か

らはじまる.それ以前にも既述のようにいくつか

の試みはなされてほいたが時として幾分か誤った原

理に基づいていたりあるいは原理的は発展を期待し

得なかったりするものであった.'そのため芭電気探査"

は1912年の夏に誕生したといっても過言ではなかろう.

自然電位法についてほ最初の自然電位分布図がシュ

ランベルジャｰの手によってサン･ベル(Sa三吐Be1)の硫

化鉱床に関して完成された(1913)(図1参照).

また直流を用いる電気探査のすべての方法の基礎は

彼の考えから発している.すなわち実際の大地へ流

した電流ぽよる電位分布と均質大地に同じ電流を適用し

たとき生ずるであろう電位分布とを比較しその蓬から

実際の大地の性質について推論する思考法は今貿なお生

きている.見掛比抵抗の概念もこの思想から発してい

る.こうして比鍍抗法に関する基機的原理について

も多くの研究を進めいわゆるシュランベルジャｰ法の

基礎を作った.彼は幾多の探査実績を得る紀蚕りシ

ュランベルジャｰ電気探査協会を作って活発な企業活動

を行ない鉱山1地下水･土木1看油の各分野に電気探

査を導入した.

観点を変えれぱいわゆる直接探査と間接探査のそれ

ぞれの領域で電気探査の導入と発展をはかったといい得

る.前者の代表的例は金属鉱床探査における自然電

位法の導入であり後者の有名な例は石油鉱床探査に

おける構造探査技構としての電気探査技術の導入である.

彼の手がけた調査はノルマソデｰやフレイの鉄鉱床探

査･南仏の石炭探査1北アブジカのダムや地下水調査の

ようなフラン黒圏内の調査から来園の亜鉛鉱床探査や

カナダの硫化鉱床探査のような北アメリ吻塞でおよんで

いる.さらに広域構造探査技術としての発展をはか

りルｰマ美ア盆地の含油構造を発見している.第二

次大戦前にシ皿ランベルジャｰ派の物探技術者達はソ連

へも出かけて調査を行ない彼等の技術はソ連へ移植さ

れ今日ソ連か電気探査王国&なっ花基礎を作った.

シュ多ンベルジャｰ電気探査鶴会は後に地表探査部

門(C･Gのと筑舞探査部門(Schh㎜ber騨Well

S岨v野C硫岬r出｡狐)とに分かれ花が現在世界で最も

著名な探査会杜の一つとして世界各地で企業活動を行な

っている｡ジュランベノ汐ジャｰの下には.削ζ述べた

協力者のほかすぐれ花研究者や技術者か多数集まり電

気探査技術の質的向上と発展ぽ貢献した.呼イエ(R.

M･洲･t)亜ステファ祢鴛(∬･St･f･･･…)割辛とく

に有名である.彼等は層状水平構造探査理論に大きな

貢献を示した.

米国のウェンナｰ(KW㎝鵬r)はシ皿ランベルジャ

ｰと全く独立に五蝸年頃大地の比抵抗測定法を考案し

翌王肌瞬は有名なウ滋ソナｰ法を発表した.見掛比抵

抗なる概念が導入されたのは1922年頃でありそれ以後

比低抗法の議論はこの概念を利用して行なわれるように

なった｡此抵抗法の測定には直流方式&交替直流(矩

形波交流)方式とがあり今員なお筒音が平行して用い

られている吉前者はシ鰍ランベルジャｰおよびその後

継者によって発展し後者についてはギッシ風およびル

ｰ二一(α胤G跳鋤δW｡工鼠⑪⑩卿)によりエ92δ

年いわゆるギッシガルｰユｰ装置が完成して以来

同類あるいはその変形装置が相次いで考案され最近ま

ぺ.
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猛最初の虜然電位分布図シュラ

ンベ外ジヤｰが19i3年7ラン

◎スのサン岳ベル地域で測定し

たもの
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図2～ト黒一を彼の薄察し淀簸騒

事前がタカい独ソミ狐矛一夢その後方1こ驚位差諦および箇流

計淋鋤飢ている｡煮奥1鵬るのは藩線機で亀るう

でわが国においても電気探査装置の標準器としては

これを指すと=考えられていた程であった祖ギッシュ･

ルｰ其一型電気探査装置と並んで広く普及しているメガ

ｰ型装置はリｰ(KW工ee)によって工928年考案発表

された｡初期に用いられた各種の電気探査装置を図2

-6に示す｡

かれだことは比抵抗法の進歩ぽとって不幸であった｡

比抵抗法の理論的研究は工930年代紀最も花冷じく解

析法はついても幾つかの論文汚鴇表密れ花丹前熔述べ

たステファ率スコ(ルｰ呼答ア人)籍⑫ほかドイツの

フンメル(工NHu㎜雌1)薬園のキング(LγK1篶慧)

鰯義縛ツジい汐一票一難臓

ζ幻鍵騒は簸揺資本で便妻)奴てい鳶鷺鼠簸鐙禁置の原璽と匁惚て

い義

ワトソン(工W娩Qn)来園の刈ビタｰ(LB.Shch一

廠)および亨スキャット(Muscat)導ほ水平層状構造の

電位理論に多大の貢献を行なった.マイエやドルは大

地の異方性の問題を研究し重要な結論を得た.

電磁法は19!3年紀シロウスキｰ(K.Sch1owsky)によ

って減じめて考案され(流電電磁法)19W年にはヨンク

リン(H.KC㎝k11n)カミ誘導電磁法の実験を試みた｡

しかし電磁法の基礎作りに最も貢献したのはルンドベ

ノレグ(胤h紬berg)やズンドペルグ(K.Sundberg)な

どスウェｰデンの研究者逢である.

わが国に緒け篭鱈気操費⑳誕生

!921年(大正10年)九大の小田二三男はシュランベル

ジャｰの電気探査装置を輸入して試験を開始した.こ

れがわ湯掴における電気探査のはじまりである｡シュ

ランベルジャｰの最初の総合報告か至鰍⑪年であることを

考克れば諸外国と比較しても電気探査の誕生はそうお

図4

初期似か数蝿気酷鰯(蜘纐)(ケリペ.黛,汲出らばる)

図5メガｰ型装置¢)概念図�



･一42一

当時の幼稚な装置では実用化は漢だ無理でありシュラ

ンベルジ却一の揚含と同様この種の研鏡はしばらく断

絶状態に齢った土木関係では鉄道省猟蜘年(暇

スウ黒一デン技術脅を招いて電気探査(沈抵

図6シ狐タンベルジ帝一驚戴潔薮簸置

直流漆電気探査裟澄であ繊葦鯉作跨期はそ叙緩勧掬のものでな

な＼魏荏でもζの型のもの秘溺v･られフ受ン黒技獅欝か員本

で堆熱電気探査を嚢旛したと慧同様⑳鍍蟹愛僕扇してい恕｡ソ

連でもこ枕を大体同じものが漢用されてい澄

くれていない｡彼は自然電位法と等電位線法を用いて

各種鉱山で試験および探査を実施し大正隼聞で数件以

上の実施例をもつに至っている茗

続いて京大の藤閏義象は大正末期よ蝸然電位法の

研究を昭和初期より等電位線法の研究を行ない昭和

10年代に入って比抵抗法の研究を行なった｡

同じ京大の松原厚は電解分極法を案出して各地の鉱

山で試験を行ない*国特許を得た程であった串この

方法は現在の誘電分極法に相当するも?で今から30年

以上も前に同じ着想があった点ははなは芯興味深いが

図7初期の電磁法探査装置の一種(愛憎部)オｰスト

ラリアで1930寧質使用されたもの

斑鳩篤膿祭と撚鴛

るヅ電気試験所では紹和!2年(螂?隼派当時の所

長堀岡正錬の下で研究カ欄始雲れ後を継い花岩佐茂作

によりて発展され此抵抗法をはじめ各種の方法につい

て機器の開発その他意欲的研究か実施されたが現在

では電気探査に関する研究は全く行なわれていないとい

ってよい(図8参照)｡

星間では員本鉱業KKによる驚気探査の操用が最

も盲く昭和壌竿には貞杜の手によって電気探査が実施

された｡

鰯讐

4.電気探憲法の分類と特長

電気探養法に包含される探査法は種寿雑多でありこ

れを一つの体系の串に分類するのはなかなか困難である.

翻点の相違によって一つの方法の位置づけがかなり変

わってくる由凄花博代と共に新しい方法カミ案出され

るにつれて体系化の変更を余儀なくされることもある.

あるいは国々によって操用されている方法の重要性

の程度によってもかなりの差異がある畠

表王～3に

表窓れた分類の

(表3)は過渡現

1赤す過渡現象法

ではない､表

黛ρ勿テ判一

か駄吹は電

位法にも一部入

り得るし一部

は電磁法にも入

り偏るものであ

麗試型電気鍵査鐙蟹(織飾製惟憲批彪切))�
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表1電気探査淡の分類ω〔淵剛は幻

I分極観象刹屑

自然驚位絵

強制分極法*

皿比抵抗分称利用

遡驚滅漆

人工電位漆

比抵抗漆

讐電位綴漆

電圧比漆

電磁漆

流麗驚磁澁

誘導驚麟漆

燕物繁協会で織鍾翻分極絵とい葦名称が擦周さ扱てい鋤妾鍛誇は誘

導分極濃とい多名称をこのシリｰ炎では使用する

羨2竃戴擦蜜濠の分類働〔ハｰゴランド星こよる〕

至驚位幾

嘗然電位漆

讐電傲隷幾

銑低撹絵

電歴比漆

過渡現録法

亙竃磁法非

硫霜驚磁法

誘導驚磁漆

皿電波漆

汲収幾干渉湊反射法その拠

珪彼は電磁湊塗さら絶綱分している

電気探査法は地下媒質の電磁気的属性のコントラスト

を利用しようとするものであるのでこのような観点か

ら総措しようとした例として表至を示す一方観測

される電磁界の型や観測様式を考慮に入れた分類法も考

克られる表3はその線に沿っだ分類法であると解釈

されるこのように電気探査法では利用しようとす

る電磁気物性の差異観測電磁界の原困(白然か人工

か)および刹用周波数の広範囲送受信点聞の関係観

測成分の相違その他から創始者が適宜提唱してきた

名称をその凄まにしておいてすっきりした体系化をは

かることはなかなか困難である.一しかし電気探査を

理解する上で便利扱のは主として電界の観測にもとず

く電位法電磁界の相互作用を利用する電磁法電波の

謝生質を利用する電波漆のように大別することであろ

表3驚戴潔盤法の分類㈹〔ソ連地球物理学便臓よリ〕

�

禽然鱈界

禽然電位法

豪然変動竃磁界

地電流法

鵬一地電流法/薫章簾蓑簑

蔭流電界

比低抗法1鴛簑簑簑

充電法

讐電位線法

嫁周波竃磁界葬定常電磁界

券擦地型ノレ■プ法

:疑ケ帥フ#'レ法

双極予誘導法

騒導法

充鱈法

電厘比法

誘導分極法

潤渡数潔蜜法

電磁界形成法

高周波竃穫界

誘導法

ラジオキヅブ法

電波透過法

う.それぞれに属する方法はたとえぱ電位法に属

する方法はおもに定常電界理論を基礎とすることがで

きるがある場合には交流電磁界理静の助けを借りなけ

れぱならないことも有り得る.このシリｰズではおも

に電位法のカテゴリｰに入る電気探査法を敢り扱うこと

になろう.

なお全く観点の異なる分類としては赤用目的から

構造電気探査1鉱床電気探査･土木電気探査というよう

な分類の仕方カミあり,また観測の実施される領域から

地表電気探査空中電気探査海上電気探査地下電気

探査(坑内坑井内)のように分けることもある.あ

る揚合には探査深度から深部電気探査浅部電気探査

といった呼び方をする.

以上に示したように観測手段秘多様性に富んでいる

上応用範囲苗使用領域も広く最近では浅部から深部

へと探査深度もひろカミっている点は電気探査の最大の

特亀でもあるが反面理解が厄介であるという弱点に

もなっていてそのため各部門での適用において探

査法としての確固たる地位を占める程になっていないき

らいがある｡

(錐者は物理探査部)�


